
 

「雨ニモアテズ 風ニモアテズ…」 
～ 心身ともにたくましい小宿っ子に！ ～ 

                    校長 岩戸 修二 
昨年よりも数日遅れて奄美地方が梅雨入りしました。こうした中，１年生や２年

生が，上級生に囲まれ，見守られながら，傘や雨靴，雨ガッパなどのいでたちで登

校してくる姿も見られ，その姿に愛らしさを感じるとともに上級生のたくましさも

感じます。車にはくれぐれも気を付けて，と念じながらの毎日です。雨の中，子ど

もたちを学校へ送り出す保護者のみなさんの心中を察すれば，さぞ，心配なことと

思います。下校時に学校から送り出すときの我々も同じ気持ちです。しかし，子ど

もたちはその中で確実に成長し，危険予知能力も身に付けていきます。 

今から三十数年前，わたしが最初に勤務した学校で左のような詩（宮沢賢治の「雨

ニモ負ケズ」を元にした風刺）を先輩教師に教えてもらいました。それ以来，毎年学級ＰＴＡで１回は提示し，話題にした

ものです。「ソウイウ子ニ ダレガシタ」のか？ 

少子化，核家族化，高度情報化，人間関係の希薄化，自然体験や社会体験の不足など，その要因は多々考えられますが，

われわれ大人（学校，家庭，地域）が，子どもに対して過保護になり，干渉し過ぎるようになってきたことは確かです。「フ

ァミコン」が普及してきた三十数年以上前ですらそうですので，ネット社会の今の世では…！？子どもの行動の先回りをし，

不便さや不快さを必要以上に取り除いてやる『過保護』，ああしなさい，こうしなさい，あれはだめ，これはだめとコント

ロールする『過干渉』がもたらす弊害は大きい。しかもそれは，子どもが成長するにつれて表れるものです。昨今の「他人

の迷惑を顧みない自己中心的な行動」や「荒れる成人式」の報道等を見ると，そう思えてなりません。 

子どもたちは，登下校中の自然とのふれあいや友達との関わり，地域の様子などから多くのことを学びます。そしてそれ

らは，直接体験として五感を通して学び得るもので，書物や言葉による指導からは学べないことも多いのです。あわせて「体

力」や「忍耐力」も付きます。保護者や地域の皆様方の小学生時代はどうでしたか？ 

小宿の子どもたちは，地域の方々に見守られ，まだまだたくましく育っているほうだと思います。もちろん登下校に限っ

たことではなく，これからも様々な機会に多くの体験を積ませるとともに，時には，過保護・過干渉ではないかな？と，ひそ

かに自分を振り返りつつ，子どもの心と身体を鍛え『心身ともにたくましい小宿っ子！』に育てていきましょう。                                                                                                                             

 

令和６年５月●●日 



 


